
 

令和７年度 

南河内郡町村議会議員研修会報告書 

    

  １．研 修 日   令和７年７月３１日（木）１３：００～１６：３０ 

          

  ２．会   場   第１部 南河内環境事業組合 第２清掃工場 

            第２部 大阪南消防組合 屋内訓練場 

              

  ３．講   演   第１部 南河内環境事業組合の概要及び施設について 

            第２部 大阪南消防組合の概要及び警防体制について 

 

  ４．講   師   各担当職員から説明 

   

５．参 加 者   太子町議会議員、河南町議会議員、千早赤阪村議会議員、各町村議会事務局 

            （ 別紙 参加者名簿 ） 

 

６． 講演内容   以下のとおり 

 

（第１部 南河内環境事業組合 要旨）   

南河内環境事業組合は、地方自治法第２８４条に規定されている地方公共団体の一

部の事務（ごみ処理及びし尿処理）共同処理するために設立した一部事務組合である。

共同処理地区によって構成団体が異なる複合的一部事務組合である。焼却炉及び破砕

機の運転について一部業務委託している。ごみ処理及びし尿処理について、富田林市、

河内長野市（し尿処理は独自処理）、大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村の３

市２町１村の６団体で構成されており、構成団体の分担金によって運営されている。

６団体の人口は約３０万人。管理者は富田林市長 吉村 善美氏。当組合の条例等は

富田林市に準じている。組合議会は、２月と８月の年２回開催している。組合議会議

員は、構成団体の各議会から合計１４名派遣されている。施設について、ごみ処理は、

第１清掃工場（富田林市甘南備）、第２清掃工場（河内長野市滝畑）で処理している。

し尿処理は、資源再生センター（大阪狭山市）で処理しており、有機肥料を生産し無

料で配布している。第１清掃工場は、昭和４５年に建設され、老朽化に伴い、昭和６

１年に現在の施設に建て替えしている。建設費は約７２億８千万円。第２清掃工場は、

平成１２年に建設。建設費は約１２１億８千万円。小学校の見学について随時受付し

ている。 

 

 ごみ処理の流れ（焼却処理の流れ、粗大ごみ処理の流れ）について、動画視聴。 

  

第２清掃工場の施設見学。 

 



 

（第２部 大阪南消防組合 要旨）   

大阪南消防組合は、消防に関する事務を共同で処理するために設置された一部事

務組合である。柏原市、富田林市、河内長野市、羽曳野市、藤井寺市、太子町、河

南町、千早赤阪村の５市２町１村の８団体で構成されている。管理者は、柏原市長 

冨宅 正浩氏。消防広域化に伴い、旧本部ごとに設置していた消防指令センターを

一か所に統合した。従前の管轄８市町村全域において管轄のカベが無くなり、現場

から最も近い消防署からの出場が可能となっている。救急件数は増加しており、今

後も増加傾向。１１９番通報を受けると、管轄消防署に指令し、町村の自治防災課

や消防団員に対して災害メール、順次指令、音声ガイダンスを配信し出動依頼をす

る。広域化行政によって人員及び消防車が増えたことで、出動体制の強化を図るこ

とができている。 

林野火災における保有資機材の紹介。可搬式消防ポンプ(人力で運搬できる小型

の消防ポンプ)、背負式消化水のうなど 

林野火災における消化体系について、山岳地域の山道は舗装していない、また急

斜面を有しており、火点の把握が難しい。火点までの距離があり、放水が困難。可

搬式消防ポンプなどを用いて、火点まで数台ポンプを配置し中継することで放水可

能となっている。林野火災は、広範囲にわたり火災が広がる可能性がある。この事

から早期に火点の場所を発見すること、また安全に消化活動を行えるのか情報収集

が重要である。情報収集の結果、消防職員などによる活動が困難と判断した場合、

災害時の応援協定に基づき、大阪市消防局航空隊へ応援要請を行う体制を構築して

いる。大阪市消防局航空隊は、八尾基地に待機しており、飛行開始から火災現場ま

で約５分程度で到着する。また、隣接する市町村（消防本部含む）、奈良県広域消

防組合などに林野火災発生の連絡・応援要請を行う消防相互応援協定を締結してい

る。 

 

（質疑） 

 太子町 村井議員 

Ｑ 猛暑日が続き、救急搬送が急増していると聞く。しかし、タクシー代わりに安

易に利用するケースや、逆に救急搬送を迷い、処置が遅れたケースもあるなど、

救急車を呼ぶ際に注意すべき点や、利用する際の注意点について、ご承知の方も

おられるとは思うが、改めて、確認の意味も含めてご教示願いたい。 

 

Ａ 猛暑が続く中で救急搬送の件数が急増しており、救急車の「適正利用」がます

ます重要になっている。議員ご指摘のとおり、「安易な利用」も「迷いによる遅れ」

も、命に関わる重大な問題となり得る。改めて、救急車を呼ぶべきかどうかの判断

基準や、利用時の注意点について説明させて頂く。 

すぐに救急車を呼ぶべき症状とは、すなわち命に関わる可能性が高い症状であり

「意識がない、呼吸が止まっている、苦しそうな呼吸をしている、大量出血してい

る、激しい胸痛がある、半身のしびれや言語障害がある」などがある。これらの症

状がある場合は、ためらわずに 119番通報をしてほしい。 

また、救急車を呼ぶべきか迷ったら「救急安心センター（#7119）」に相談する方

法もある。#7119に電話をかけると、医師や看護師などの専門家が症状を聞き取り、



 

救急車が必要かどうかアドバイスして頂ける。 

最後に、救急車を利用する際の注意点だが、通報時には「いつ・どこで・誰が・

どうしたか」を簡潔に伝えて、さらに救急隊到着までにできる応急処置、例えば心

臓マッサージや熱中症に対する冷却などを、可能であれば行って頂きたい。 

また、保険証やお薬手帳、本人確認書類を準備しておくと、現場対応や搬送先で

の処置がスムーズになる。 

 

  河南町 ポープ議員 

Ｑ 女性消防吏員(りいん)が当直勤務できる署所が「５か所」から「８か所」にな

っているが、女性消防職員が当直勤務できるために具体的にどのような整備をし

たのか。また、整備に先立ち、女性消防職員の意見・ニーズをどのように聞き取

りしたか。 

 

Ａ この施設整備は、特に新型コロナウイルスなどの流行により、勤務環境の安全

性を確保する感染対策に合わせた工事を実施する一環で、女性消防職員も当直勤

務ができる施設整備を行った。具体的には、女性専用の仮眠室・更衣室・休憩

室・浴室の設置など、仕事をする上で、女性消防職員が快適に過ごせるプライバ

シーの確保や、リラックスできる空間を提供するために、これらの施設を整備し

た。 

また、女性消防職員を対象に、勤務環境や施設に関するニーズ、改善すべき点

を尋ねるアンケートを実施するとともに、工事期間中も随時意見を求めるなど、

女性消防職員の意見やニーズを施設整備に反映させている。 

これらの施設整備により、新しく女性消防職員が働くことができる環境が整う

ことで、勤務場所の選択肢が柔軟になり、組織全体がより効果的な人事異動が可

能となっている。 

 

  千早赤阪村 田村議員 

    Ｑ 以前は、柏原羽曳野藤井寺市消防組合、富田林市消防本部、河内長野市消防本 

部の 3団体で組織されていたが、大阪南消防組合に統合されたことにより、1火災に 

対して消防車の出動台数も増えたように感じている。 

手厚い対応になっているとは実感しているものの、1 火災に対して多くの消防車両が 

使用されていると、別の箇所で火災が発生した場合、十分な対応が難しくなるのでは

ないかと懸念する。同時に複数箇所で火災が発生した場合、現行ではどのような対応

をされているのか。また、何か所程度の対応が同時にできるのかを伺う。 

 

Ａ 現在、一般住宅火災に対して指揮車１台、救助工作車２台、消防車６台、救

急車１台の計１０台の車両で出場している。その際、火災発生場所により管内

の車両配置バランスを考慮し、他の署所より出動していない車両を緊急配備で

移動させ、次の事案に備えている。 

何カ所の火災に対応可能であるかの議員質問について、火災の規模にもよるが

一般建物火災の場合は３件までは初動体制は対応可能であると考えている。そ

れ以上の事案や大規模火災が発生した際は、近隣消防本部との消防相互応援協



 

定、大阪府下広域消防相互応援協定を締結しているので、他の消防本部と連携

をしながら災害に対応していく。 

消防広域化で以前よりも消防力は向上しているので、住民の皆様に今まで以上

に安心・安全で過ごしていただけるよう、これからも更なる消防力の強化に努

めていく。 

 

 

７．研修風景 

 

太子町 森田議長 第１部 開催挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

南河内環境事業組合 西尾事務局長 歓迎挨拶 

 

 

 

 

 

 

 



 

南河内環境事業組合 研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南河内環境事業組合 施設見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

河南町 浅岡議長 第２部 開催挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪南消防局 保田局長 歓迎挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

大阪南消防組合 研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村議長 質疑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

大阪南消防組合 施設見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村議長 閉会の挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

集合写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
   

南河内郡町村議会議員研修会参加者名簿  【太子町】 

【実施日：令和７年７月３１日】 
   

役 職 名 氏   名 出欠 

 太子町議会 議 長 森 田 忠 彦 出席 

副議長 村 井 浩 二 出席 

議 員 中 村 直 幸 出席 

議 員 斧 田 秀 明 出席 

議 員 岡 野 秀 子 出席 

議 員 西 田 いく子 出席 

議 員 辻 本 博 之 出席 

議 員 松 井 謙 昌 出席 

議 員 早 瀬 和 信 出席 

議 員 はまち 知 英 出席 

議会事務局長 正 野   正 出席 

議会事務局副主査 山 本 夕 芽 出席 

  １２名    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
   

南河内郡町村議会議員研修会参加者名簿  【河南町】 

【実施日：令和７年７月３１日】 
   

役 職 名 氏   名 出欠 

 河南町議会 議 長 浅岡 正広 出席 

副議長 力武 清 欠席 

議 員 佐々木 希絵 欠席 

議 員 藤野 裕子 出席 

議 員 髙田 伸也 出席 

議 員 ポープ 三恵 出席 

議 員 藤井 祥代 出席 

議 員 河合 英紀 出席 

議 員 中川 博 出席 

議 員 大門 晶子 出席 

議会事務局長 大門 晃 出席 

議会事務局 吉田 高朋 出席 

   １０ 名    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
   

南河内郡町村議会議員研修会参加者名簿  【千早赤阪村】 

【実施日：令和７年７月３１日】 
   

役 職 名 氏   名 出欠 

 千早赤阪村議会 議 長 田村 陽 出席 

副議長 井上 浩一 出席 

議 員 中野 智子 出席 

議 員 南本 斎 出席 

議 員 畑 智惠美 出席 

議 員 尾崎 充宏 出席 

議 員 建石 和則 出席 

議会事務局長 柏原 美佳 出席 

議会事務局 土井 達也 出席 

   ９   名    

 


